
南 湖 公 園
身 分 を 越 え て 誰 も が 楽 し め る 「 士 民 共 楽 」 の 理 念

の も と 1 8 0 1 年 に 白 河 藩 主 ・ 松 平 定 信 に よ り 築 造

さ れ た 公 園 。 定 信 を 祀 る 南 湖 神 社 や 「 南 湖 だ ん ご 」

を 提 供 す る 茶 屋 が お す す め で す 。

　 「 し ら か わ エ リ ア 」 と も 呼 ば れ る 福 島 県 県 南 地 域 は 、 那 須 連 峰 や 八 溝

山 系 の 緑 豊 か な 森 林 や 、 阿 武 隈 川 、 久 慈 川 な ど の 源 流 を 有 し 、 美 し く 豊

か な 自 然 に 恵 ま れ て い ま す 。 ま た 、 東 京 駅 か ら 新 幹 線 で 約 7 0 分 と 、 首

都 圏 か ら の ア ク セ ス の よ さ も 魅 力 の 一 つ で す 。 今 回 は 、 県 南 地 域 の 中

心 都 市 で あ る 「 白 河 市 」 の 観 光 ス ポ ッ ト を ご 紹 介 い た し ま す ！
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白 河 市 五 郎 窪 山 4 5- 1住 問
� � � �- � �- � � � �

（ 白 河 観 光 物 産 協 会 ）

白 河 市 郭 内住 問
� � � �- � �- � � � �

（ 白 河 観 光 物 産 協 会 ）

小 峰 城 跡

1 4 世 紀 中 頃 に 白 河 結 城 家 に よ り 築 か れ 、 7 家 2 1

代 が 居 城 し た 城 。 1 8 8 6 年 に 戊 辰 戦 争 白 河 口 の 戦

い で 落 城 し ま し た が 、 松 平 定 信 時 代 の 「 白 河 城

御 櫓 絵 図 」 な ど を 基 に 復 元 さ れ ま し た 。

K o mi n e C astl e R ui ns

白 河 市 旗 宿住 問
� � � �- � �- � � � �

（ 白 河 観 光 物 産 協 会 ）

白 河 関 跡
奈 良 時 代 か ら 平 安 時 代 に 機 能 し て い た 国 境 の 関 。 和

歌 の 名 所 で あ り 松 尾 芭 蕉 な ど が 訪 れ た と い わ れ て い

ま す 。 場 所 が 不 明 で し た が 、 松 平 定 信 が 調 査 を 行 い 、

1 8 0 0 年 に 現 在 地 を 白 河 関 跡 と し て 断 定 し ま し た 。

S hir a k a w a n o S e ki R ui ns

長 谷 川 周 春
「 松 平 定 信 像 」

白 河 市 歴 民 俗 資 料 館 蔵

福 島 県 県 南 地 域
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